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M.M.ドブロトゥヴォールスキーの

アイヌ語・ロシア語辞典 ⑼

(カザン，1875年)

M.M.ドブロトゥヴォールスキー著

寺 田 吉 孝訳

安 田 節 彦訳

訳者まえがき

今回の訳出部分は， (B）の残りの語と (V）， (G）の部分である。

本書のpp.47-68に，アイヌ語の単語の正書法に関する記述がある 。そこには，アイヌ語の音

をロシア文字で表す際の苦労が書かれている。今回の訳出部分に深くかかわる (B）， (V），

(G）の文字と発音に関して，再度，ドブロトゥヴォールスキーが指摘したいくつかの注意点を列

挙しておく。

１．ロシア語の (B）と同じ音ではじまるアイヌ語の単語はない。アイヌ語では， (B）とそ

れと対応する無声子音 (P）の中間音が聞こえる。Bに近く発音されるときもあれば，Pに近く

発音されるときもある。

２．アイヌ語の単語には，ロシア語の (V）の音に相当する音を持つものがある。 (B）の場

合と同じく， (V）は，それと対応する (F）との中間音で発音される。

さらに， (V）の音は， (A）と (YE）の前後で， (V）と (U）の中間音で発音されるこ

とがある。この場合，ゴシック体の (U）を書く。例えば， （uari）， （khauejkı）

など。

３．本辞典の中で，ロシア文字の (G）で表されているアイヌ語の単語は，ロシア語の (G）

と (KH）の中間的な音を表している 。

本辞典においてゴシック体の (G）は，ロシア語の (G）の音を表している。

（寺田吉孝 記)
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⑴ 翻訳は『アイヌ語・ロシア語辞典⑷』拙訳，北海学園大学学園論集 第90号，161-186

⑵ 日本語のハ行音に近い音である。本辞典でも，ところどころで，片仮名のハで表されている。

★★

サ タイトルの ーシは36H です
つなぎのダーシは間違いです

本文中，２行どり15Qの見出しの前１行アキ無しです
★★全欧文，全露文の時は，柱は欧文になります
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Boniri. Mos. アザラシ，アザラシの特別な種類．

Bopkyeあるいは popkye. Mos. 暖かい，暖かさ，暑さ．

Bop. Mos. (水が）沸騰する，波立つ，沸かす，popあるいは bopuとも言う．

Boronaj. (地）シウ（Siu， i ）川．

Boru. Kl.Kam. 大きい．

Borukur. Lang.Kur. 大きい．

Bofoo. Kl.Mats. 赤ん坊，子供．

Buj. Mos. 穴，boj他とも言う．

Bujkokari. Mos. 聞こえる，聴覚．

Bungaraあるいは bungari. Mos. (ブンガラ），ふわふわした毛の生えた（フラシ天のような）

植物の一種．

Bunki. Mos. 見張り，見張りに立つ．

― karu. Mos. 歩哨に立つ．

― nye. Mos. この見張り．

Bunkikamafuryepp. Mos. オランダイチゴ ．

Bunma. Mos. 米，穀物． Bunma tu tara. Mos. 二つの大きな米の包み．

Buri. Mos. 仕方，姿（日本語の furiから），様子． Kl.Kam. 山．

Busi. Mos. 矢筒， （えびら）．

Busini. Mos. ピスタチオの木の一種．

Buyara. Mos. 窓．

(V）．
(V）．アイヌ語の字母の３番目の文字．

Va. １．草で編んだ丸い敷物（床を汚さないよう，その上に釜が置かれる）． ２．浅瀬，渡渉．

Va ani pyetsika-pırika khyetanyea? 歩いて渡ることができるか？ ３．Anから始まる疑問の

際の接頭辞 ．―An kirogova? 長靴はどこだ？ Ah gakhka va? 帽子はどこだ？（ギリヤー

ク語からの借用表現） ４．まれに命令文を作るための小詞．Truj khyesyeva, 息をもっと深

く吸って吐きだしなさい．Asin’ova! 外に出ろ! Akhkas’-va! 行け! ５．現在および過去

の副動詞のしるし．Oman trucuyeva kajki eneyajkar’isyam, 去りたい気持ちにもかかわらず，

全くそうすることが出来ない．Uf tusujyeva kaıki koyajkus’, 手に入れようとしたが，できな

かった．Omanova ekh, 行ってきて，また戻る

M.M.ドブロトゥヴォールスキーのアイヌ語・ロシア語辞典⑼（M.M.ドブロトゥヴォールスキー著，寺田吉孝訳，安田節彦訳)

⑶ 現在のロシア語正書法では， 。

⑷ 藻汐草では「 イチゴ」。

⑸ 原文のまま
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６．過去時制の印として，粗野なロシア語からの借用表現である．７．不定法の動詞の語尾

として，および，副詞の意味を強める小詞として（pirika-va! とても良い）粗野なギリヤーク

語からの借用表現である．8．Mos. 名詞とともに用いられると，より緊密な関係を意味する．

動詞とともに用いられると，分詞を表す小詞となる．Vaは名詞とともに用いられると冠詞の代

わりの役割を果たす定語的な小詞である．Gariki tekye va shakye shintoko atstyekan, 左手で

彼は酒の入った桶を差し出す．Shinanta uekariva bunki ne ryeyan, われわれは一箇所に集

まって，見張りをするだろう．Tsikotsu tsisye anakine ikorie ashinkyeva ogari sham, 我が家

に関しては，何の財産もない．Shiojta ashinu va nukaru, 彼は外に出て，見る．

Vavaj. (地 ）湖．

Vagasassa. Brot. 剣，刀．

Vaj, vanの軟音化したもの， 十．Vajvango, 二千．Tu (ıne,ivaj,tunyesaj,vampye)vajvango,

4000(8000,12000,16000,20000).

― snyevano, 二千．Snyevano ikas’ma-vajsnyevano, 二千二百．Tusnyevano (tryesnyevano,

―inyesnyevano, ―asisnyesnyevano, ―ivajsnyevano, ―aruvajsnyevano, ―pupyejsnyevano,

―sinyepisajsnyevano)

ikas’ma vajsnyevano, 2400(2600,―2800,―3000,―3200,―3400,―3600,―3800).

Vaka Dav. 水． Lang.Mats.S.Sakh. Kl.Sakh. Bal’b.Mats. Brot. (Wakha).Mos.

（vakkaとも言う）．

― ishama kotan. Dav. 水のない場所．

Vakami. (名）長い昆布．

Vakaranaj.

Vakı, 小さい草． Ni―, 木に生える小さい草．

Vakına. (名）苔（建てもののための）． （同）sıntus’.

Vakiroro. (名）男性の名．

⑹ 原文のまま
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Vakka, ⇨ vakhka. ―Mos. (vakka, vakaあるいは vashka）， 水． Fyur.

― asin’, ⇨ vakhka asin’.

― bop. Mos. 沸騰する（水について）．

― kye. Mos. 船から汚物を捨てる容器．

― kukutsu. Mos. 植物の名．

― kush’. Dav. 洪水．

― toj-toj. Mos. ツバメ．

― khuri. (地）ポロピェフナイ（Poropyekhnaj， ）川の（下から）３番目の支流．

Vambyeあるいは vambi. Dav. 十． Lang.S.Sakh. Kl.Sakh. Bal.Mats.

― aruvano khots. Dav. 百三十．

― ashikini khots. Dav. 九十．

― idokhots. Dav. 三十． Lang.S.Sakh.

― inikhots. Dav. 七十．

― prokhots. Dav. iryekhotsとすべきところの誤り（おそらく，手稿の判読しにくさから），五

十．

― irikhots. Lang.S.Sakh. 五十．

― tubishano khots. Dav. 百五十．

― shnyebishano khots. Dav. 百七十．

― shnyevano khots. Dav. 百九十．

― yuvano khots. Dav. 百十．

Vampye. (代）この．（数）十． Vampye-eıvano-ikas’ma-snyevano, 三百十． Vampye muj
 

konte, 葉たばこ（たばこ）十束与えた．

― earuvano (earuvan go), 百三十． ― ikas’ma snyevano, 330.

― easıs’nyegokh. 九十．

― eıvano (eivan go), 百十． Snye ikas’ma vampye eıvango, 百十一．

― eın’go. 七十．

― esinyepisano (esinyepisan go), 百七十．

― esnyevano, 百九十．

― etryego. 五十．

― etugo. 三十． ― ikas’ma snyevano, 二百三十．

― etupyesano (etupyecan go), 百五十．

⑺ 不明
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Vanaki. Mos. 十． Vanakye. Stral． 十． Vanak. Lang.Mats. 十．

Vanakhki, 知らない（日本語からの借用表現）．

Vanakhkirye, (私は）知らない（日本語からの借用表現）．

Vanakhkis’.

Vanbye. Mos. 十． Vanbye-i-aruvanye gots. Mos. 百三十．

― i-ashikinye-gots. Mos. 九十．

― idogots. Mos. 三十． (iは ishama「～なしに」の省略形，doは方言では tu「２」の代わ

り）． Lang.Mats. ― itogots.

― i-ivanye gots. Mos. 百十．

― i-inyegots. Mos. 七十．

― ikashima inyegots. Mos. 九十．

― ikashina ryegots. Mos. 七十．

― iryegots. Mos. 五十． Lang.Mats. ― niryegotsu.

― i-tubyeshanye gots. Mos. 百五十．

― itugots. Mos. 三十． (iは ishama「～なしの」の省略形）．

― i-shnyebyeshanye gots. Mos. 百七十．

― i-shnyevanye gots. Mos. 百九十．

Vanbi. Mos. 十．

― aruvano gots. Mos. 百三十．

― ashikini gots. Mos. 九十（vambi-iの代わりに vanbi）．

― i do gots. Mos. 三十．

― ini gots. Mos. 七十（vanbi-iの代わりに vanbi）．

― iri gots. Mos. 五十（ri-gotsは方言では rye gots）

― tubishano gots. Mos. 百五十．

― shnyebishano gots. Mos. 百七十．

― shnyevano gots. Mos. 百九十．

― yuvano gots. Mos. 百十．

Vanka. Pal. 飲む．

Vano（あるいは vango）， 二百． Snye-vano, 200. Tu vango, 400など．

Vanto, 十（誤って，toの代わり，あるいは vanの代わりに），10日間．

Vante. (動）知っている，分かる，理解する． （形）馴染みの．
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Vante utara, 知人．

― utaraka, 知り合いの人々，顔見知りの人々．

Vanu, Pf.によると，方言で vanoの代わり．

― ishnyevano gots. Mos. 二千．

― ― khots. Dav. 二千．

Van（あるいは vaj），vampyeの省略形． 十，十回（数詞として）． Mos. 十．

― go, 二百．

― gotsi ka, あるいは snyevano ka. より良くは， snye tanku. クロテン用の百本の縄．

― vango, 二千．

― van vango, 二万．

― van shnyevanye gots. Mos. 「十万」． ― ２万と言うべき．

― ka, あるいは snye opıs’pye, クロテンを捕まえるための10本の縄．

― ni. Mos. 十人の人（⇨ ni）．

― ni inye gots ikashima shnyevanye gots. Mos. 二百七十人の人（van bye ni inye gotsの代

わりに van ni inye gots） Matomaj mushirikamuj ikiri-kashkye shamoron pishkan
 

mushiri-kamuj van’-nikh tekye ne koru, 日本中の270の諸侯がマツマイの諸侯に敵対する

命令を実行した．

Vara. １．稲藁（日本語）．２．（形）年少の（kiyanyeの反対）．

― ajnu, 年少の人（kiyannyeあるいは yupiの反対）．

― po, 年少の子供（最年少の息子あるいは年少の娘）． （同）poni-unye-po.

Varandzhi. (名） 草で編んだ靴．― （日本人のもアイヌのも）；普通，稲藁から作られる．

Varantuka. Mos. 魚の名．

Varapa. (名）牡蠣， ostrea aedulis.

Varye. (動）火をつける（undzhi―; ni―, rosugu―）， ⇨ uarye.

Vari. (地）マヌヤ（Manuya， ）の北方２露里のアイヌと日本人の村．

Vasasso. Brot. 子供． Vasoso. Kl.Mats. 子供．

Vata. (名）ワタ（植物としての）．
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Vatanbusi. Mos. 特別な形の帽子．

Vatara. Mos. 岸壁，切り立った岩． ― shnyepp. Mos. 一つの岸壁．

― kitaj. Mos. 岸壁のてっぺん． Vatara kitaj kye kanna-kamuj snots fumi an. 岸壁の

てっぺんで雷鳴がとどろいている．

Vattyes. Dav. 藁． Vattyes satski mun. Kl.Sakh. 藁（乾いた草）．

Vauo. Mos. 鳥の名．

Vakha. Kl.Mats. Bal.Sakh. 水．

Vakhka. (名）水． Vakhka omarye, 水を注ぐ（釜に）．

― asın’. (名）氷の表面にできた水（春に川面で）． （同）kana-vakhka.

― kaあるいは kaskyeta, 水の表面．

― kata, 水面に，水の上を．

― san, 洪水．

― syesyekhka su サモワール（カシトゥル（Kasituru， ）が即席に考え出した名）

― umari, 水浴する（入浴する）（粗野な日本語からの借用表現）．

― upun, 水面のしぶき（強風による）． （同）pyeupun

― tsis’-tsus’, 漏る（天井から）．

Vakhkaa. Lang.N.-E.Sakh. 水．

Vakhkakhuri. (地）

Vakhte (名）食料，在庫品． Ipye-vakhte, 食料品．

Vakhteno-anあるいは uakhteno-an. （動）用意されている． Voya-ipye uakhteno an, たく

さんの様々な食べ物．

Vakhtsi. (名）くぎ抜き．日本語の単語． （同）kanufpye.

Vakhtsina. 日本語の単語． （同）kanufpye.

Vakhtsis’ 日本語の単語．ペンチ，くぎ抜き． （同）kanufpye.

Vatska. Kl.Mats. Bal.Sakh. 水．

Vashka. Mos. 水．

Vayuna (wauna). Brot. 十．

Vayashakf. Dav. 厚かましい，ばかな．

Vayashino. Mos. 賢明な，利口な． ― guru, 賢明な人，思慮深い人．

Vayashinu. Dav. 明敏な人． Mos. 利口な，思慮深い人．

― guru. Dav. 利口な，良識ある人．

Vyebyegiri. Dav. 知らせ．
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Vyebyekyerye. (名）消息，知らせ．

Vyevgosyeka. (形）足の曲がった，片ちんばの（かかとが内側に入った）．

― kyema, 曲がった足．

Vyegashinu (wagaminu? ). Kl.Sakh. 利口な．

Vyegojsujye. (形）足の曲がった． （同）Vyevgosyekaおよび asuru．

Vyejkiro an! やっと会えた；久しぶりだな! （同）vyenus’kanye.

Vyejsokhki ajnu, 二人でごちそうについていて，二人で一つの皿を共有している人達．

Vyeko, 相互の死による復讐，敵（侮辱した者）の死により復讐し，後で自害する．

Vyempyesani. (動）ののしる，中傷する． Khemata syetavyempyesani（あるいは kocharuvyen）

私をののしるのはどこのどいつだ？

Vyempira. (名）ネギのとう（植物），ネギの苗木．

Vyenankara. (動）挨拶を交わす． （同）inanukarakhteおよび urankarabarye．

Vyenkotan. (地）１．マヌヤ（Manuya， ）の北方71露里にあるアイヌの村．２．マヌヤ

の南方116露里にあるアイヌと日本人の村．

Vyenkotakhkomarye, 肩に担いで二人で（桶を）運ぶ，担いでいる．

Vyennochi (地）カルサコフ（Karsakov， ）の西方102露里にある岬（渡し場）．

Vyentvyesan (地）Belk.（usurı とも言う）． クスナイ（Kusunaj， ）の北方97露里

にあるアイヌと日本人の村． ヴェンドゥヴェッサン（Vyendvyessan， ）とも

言う．（地Shm.）．

Vyentisye (地）Gl. マウカ（Mauka， ）の南方の岬．

Vyente. (動）破る，引き裂く． Nanu vyente, 殴る，顔を醜くする．

Vyentekh. (動）線を引いて消す（書かれたものを）．

Vyenus’kanye! 久しぶりだな! （同）Vyekiro an, 会えてうれしい!

Vyenuyurushka. Dav. ののしる． N ：f. isk. vyen-irus’ka..

Vyen, 悪い，不道徳な，醜い，悪く，不道徳に，痛く，できない．

― kamuj, 悪魔，悪霊． （同）vyen-oyasi.

― kamuj asıs’pye, 瘍（よう）（皮下組織の炎症）．

⑻ 不明

⑼ 原文のまま。地名なので，大文字で始めるべきところであろう。

⑽ 不明。 （Glyen）のことか？

不明

不明

不明
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Vyen kamuj kusara puj, 柔らかい貝，ヤドカリの住処になり，耳に似ている（耳の病気の薬）．

― orus’pye, 悪業，悪事．

― oyasi, 精神錯乱を引き起こす悪霊，悪魔．

― oyasi gum 悪魔の足音．

― oyasi kara ajnu, 狂人，精神異常者，凶暴な人．

― oyasi undzhi, 悪魔の火．

― tru, 通行できる道がないこと，悪路．

― chikap (vyen chikakh), ハシボソガラス．（同）etuvka..

Vyenentrum. (地）マヌヤ（Manuya， ）の南方130露里にある岬（トゥナイチャ（Tunaj-

cha， ）村の近く）

Vyepyetsyu (動）衝突する（船について）． Tu ajnu vyepyetsyu.

Vyeryekaj. (名）食用となる根をもつ草．

Vyerye takusa, シャーマンの inau, タンバリンの inau..

Vyes’komuraj, あるいは vyes’komurajpa, 抱く，抱き合う（女性と）．

Vyeusı. (動）なう（縄を），打ち付ける（板を）．

Vyechi. (動）知り合いになる，親しくなる，慣れる，互いに愛しあう（たとえば，新たにやって

来たロシア人と）．

Vimbira. (地 Shm.）オロケス（Orokyes， ）川の近くの崖（北方）．

Vıntsis’ (地）クスナイ（Kusunaj， ）の南方211露里にある岬．

Viturusye. Dav. 同業組合員，ドイツ語で． Dav. witurufe.

Vo. (名）４分の１アルシン （長さの単位）．

Vobokımba(vobokımpa). （形）強い，大きな力を持つ（Ajnu）．

Voj-ampye ku eivava, ⇨ eivava..

― ampye-vakhte, とてもたくさん（合計して）．

Voka ınkara. (動）見送る（出発する者，あるいは去っていく者を）．

Voosa. (名）順番．

― o-kari-kanye. (副）順番に． Voosa-o-kari-kanye-punki kara, 順番に歩哨に立つ．

アルシン（ ）は，ロシアの旧長さの単位。１アルシンは71cmなので，４分の１アルシンは約18cmで

ある。
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Voro. (動）水の中で柔らかくする． Sari kiro―, 水の中で塩気を抜く（塩漬けの魚の），水

につけて柔らかくする．

― khyetsirye, 水浴する（入浴する），水浴．

Voros’mi, 落ちる，～から落ちる（梁から）． Naj okhta―, 川に落ちる．

Vosa. (名）筬（おさ）（機織のための）．

― yuunu, 筬に糸を通す．

Vosye. (動）吠える． Syeta vosye, 犬が吠える．

Vosokari, 他のもの（人）の代わりに，他のもの（人）の後で． （名）順番．

― okhta okaj, 他の人が出て行った後すぐ暮らす（家で）．

Vouvo. Kl.Kam. 指ぬき．

Voya. (形）さまざまな．

― ikosajo, さまざまな食物．

― ipye, さまざまな食物．

― kakhkoro. (動）他の姿を見せる． （同）ukakhkoro.

― ma mosite. (動）新しくやって来た人たちを見て疑う（彼らがやって来たのは，良い目的で

か，あるいは悪い目的でか）． （同）voya-mufte?

― mpye as’kaj ajnu, なんでも屋（八方美人）（バラライカも弾くし，踊るし，文字も書くし，

仕事もする）．

― muftenukara, あるいは uoya-muftye nukara, 初めて見知らぬ人に会う． ⇨ oya-mufte.

― sakhあるいは sakh ajnu. (形）話の下手な，雄弁ではない人．

Voyas’nu. (形）雄弁な（― ajnu），巧みに話し，正確に他の人の言葉を伝える．

(反）voyasakh.

Voyatunkoro. (形）色とりどりの，さまざまな色にきらめく（ダイヤモンドについて）．

Vynva. P.-M. 悪く，不快に．

Vyamokutiva. Dav. 驚くべきこと，奇跡．

Vyakhti. (地）Gl. ドゥーイ（Duj， ）北方のギリヤーク人の村．

不明。 （Glyen）のことか？
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(G）．
(G）．アイヌ語の字母の４番目の文字．

Ga １．gye, gi, goおよび guと同じように口調を整えるために使われる小詞．Ku po go, 私

の赤ん坊．Tan imi-ejmi gye, この服は君のだ（eani-imiの代わりの ejmi）．Ánokaj an koropye
 

gye, これは私たちの物だ．Ánokaj an kısyeri gi, これは私たちのパイプだ（すべてこれらの

フレーズでは gyeおよび giは「この」「これ」の代わりをしている）． ２．疑問の記号．Nata
 

orova nu gu? 誰から聞いた？ Khyemata khum gi? それはどんな物音だ？ Khyemata
 

khau gye? それはどんな声だ？（ここでは動詞 anが省略されている） ３．複数形の印．

Ga. Mos. 文末の小詞，意味については， ⇨ ka.

Gaa. Mos. 回復する，降りていく，底に行く（魚について），増す（水について）．

Gaat (haat). Brot. ブドウ．

Gaaurye. Mos. 太腿（ハアウレ），字義通りは：降りていく足 ． （比）paraurye.

Gaboあるいは gabu. Mos. 母．

Gaburu（あるいは gapuru）． Mos. 柔らかい，手触りのよい．

Gava (khava). （（比）gatsikoの st． ），より小さい，より小さく． （動）小さくなる．

Asıs’pye―, 腫れ物が小さくなる． Machiri―, 傷が少し治る． Naj gava, 川の水が減

る．

Gavyejki ⇨ khauyejki.

Gavyemorye(khavyemorye). (動）心配をかける． （同）einuf. （形）不安そうな，不安のあ

る．

Gavyesina. (名）男性の名．

Gaguu. Mos. へそ．

Gayevyenu (haehwaehnu). Kl.Kam. 唖の．

Gajnova ıchari. (名）魚を獲るためのたも網．

Gajokunye. Mos. 甲 ，鎧．

Gajta. Mos. 走る，不十分な．

― ano. Mos. 不十分に．

Gaka. Mos. 帽子， gakka. とも言う．

Gakotatye. Mos. マツマイ島の地名．

原文のまま。

（項目）の略か？ しかし，この辞書には，gatsikoの項はない。

著，寺田吉孝訳，安田節彦訳
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Gakus’ni. (名）echoro の落下する（上の）横桁．

Galgal. Kr. 男性の名．

Gambyeあるいは gambi. Mos. 父．

Gampaki. (名）脛のための衣類．脛当て．

Gamuあるいは gam. Mos. 木の葉．

Gana. (名）インポテンツの類の特別な病気．

― nun, ganaの病気を吸い出す．

Ganarye. Mos. 魚を獲るための熊手状の竿．

Gangye. Mos. 近い， gankye, あるいは gangi. とも言う．

Gangyeno. Mos. 近くに， gankyeno, あるいは gangino. とも言う

Gangino Mos. 近くに． Gangino ariki. Mos. 歩み寄る，近づく．

Gangkita. Kl.Kam. 近い．

Gangukachiuj. Mos. オニヤンマ，トンボ．

Gangucha. (地）沿海地方のアムグニ（Amguni， ）川沿いに住むギリヤーク人の子孫．

Gani (hanih). Kl.Kam. 食物．

Gani. Mos. 金属，文末の小詞（gannyeとも言う），意味については， ⇨ kannye.

Gankapuj. Mos. へそ．

Gankyeko. Mos. 近くない（⇨ ko）．「近くない，疑わしい語」

Gankogyenene.

Gankoniyanu(khankoniyanu). (動）注意を払わない，止めに入らない（けんかを）． （同）

gankogyenene.

Gannye. Mos. ⇨ kannye. Tan bye bateki ne-ushara-shirini an-gi gannye. この物だけが

愛玩物（気晴らしの対象）だ．

Ganni. Kl.Kam. 私．

Ganpopuj. Mos. へそ．

Ganu. Lang.Kur. 私．

Gan (名）印（捺印される）．日本語．

― chiki, ⇨ khanchine.

Gapu. Pal. 犬．

Gapurap-chupp. Mos. ２月．

Gapuru. Mos. 柔らかい，手触りのいい．

Gaputo. Mos. 下準備，処理

Garam Mos. トカゲ，garamu. とも言う

Garatyetsu. Mos. 植物の名．

＊ は ， ， などとありました

この辞書の echoroの項には，「クロテン用の冬のワナ」と書かれている。

ールスキー著，寺田吉孝訳，
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Garuka. Mos. 綱，細なわ，縄． ― ani, 綱で，縄で．

Garikyeu. Mos. 鳥の名．

Gariki. Mos. 左の，左へ．

Gariki-ishamu. Mos. 左手，左側．

Gariki-ka. Mos. 縄，細なわ．

Gariki tekiあるいは gariki tekye, Mos. 左手．

Garu. Mos. ユリに似た植物の名．

Garuki  Mos. 左へ．

― shio. Mos. (ハルキシヨ），部屋の左側にある炉． krit. では，ホールの左側の座る場所．

Gasami. (名）はさみ，日本語の単語．

Gato boki. Mos. 膝から下の脚の部分，脇の下．

Gatonin. Mos. 膝から下の脚の部分．

Gatoe. Mos. 下唇．

Gaturu, ⇨ khaturu.

Gattskokorissu. (地）

Gau, ⇨ khau.. Mos. 音，声． Te un shisham anakinye ashiuru-ashi russhkye rui gau
 

anna, その人に関しては，彼に与えられたかなりの褒美は大きな騒ぎを引き起こすだろう．

Gaugammye Mos. 頭をうなだれて眠る．

Gaugi. Mos. 穏やかになる，静かになる．

Gaugino, あるいは gauginu. Mos. 穏やかに，静かに，慎重に．

Gauye. Mos. 声，音， gauiとも言う． Gauye shankye, Mos. 声を出す．

Gauye-ishirun-nin-ba. Mos. こだまのように反響する（字義通りは，音が弱くなり衰える）；こ

だま，反響（gauen-ishiruninbaとも言う）．

Gauyeruj. Mos. 大きく鳴り響く．

Gaukye. (形）軽い，気持ちのいい（匂いについて） Khura― いい匂い． ― Mos. 穏や

かになる，静かになる；静かな，穏やかな．

― araka, 軽い，取るに足らぬ病気．

― akhtu, こぬか雨（霧のない）， ⇨ opuj-pujsye-akhtu.

Gaukyeno. (副）静かに，そっと． （同）tenyeponye.

不明。
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Gaukyeno gotuvsye, そっと引く（へその緒を）． Mos. 穏やかに，静かに，慎重に．

Gaukyeno itaku, Mos. 静かに話す．

Gauki  Kl.Kam. 叫ぶ．

― an. Mos. 声量がある，話す，述べられている，伝える．

Gaupusyeka. (名）男性の名（Khaupusyekaとも言う）．

Gaue-an. Mos. 音を出す，騒ぐ．

Gakhka. (名）帽子． ―koro, 帽子をかぶる， ⇨ khakhka..

Gakhkatomari (地）ロシアのカルサコフ（Karsakov， ）哨所（アニワ（Aniva， ）

湾にある）の地のアイヌと日本人の村，およそ北緯46度40分．他にKhakhka-tomari.

Gakhkokirammompye. (名）４番目の指（薬指）．

Gakhkomompye. (名）小指．

Gakhpas’. (名）エルフ（eruf， ) に似た草．

Gakhtra. (名）３月．

Gatsikonko. (名）クモ．

Gatsirye, ⇨ khatsirye.

Gatsiri. Mos. 倒れる，床に倒れる，（不慮の）死をとげる．

Gats. Mos. (ハツ），ぶどう．

Gayul’va. Kl.Kam. 死．

Gye. Lap. はい，そう．

Gye. Mos. (pye,gye）は当惑，疑い（疑問の小詞），感嘆あるいは疑問を意味する． Nye tobakye
 

gye ramu gajta ano nubye taban guni, そのご婦人はどうかというと，予想に反して彼女

は涙ぐんでいる．ふつう疑問あるいは疑い，およびそれに続く考えの決定や定着を表す小詞

nyeともいっしょになる． Nep choki gye ne shankye nankoro kushu, 私は品物の大きな

包みを運び出したかったので． Shino yajkatano an gye ne kushu, 彼はとても怖がって

いた（とても怖がって見えた）から．

Gye. Mos. kyeに等しい小詞（その用例は yangyeという語にだけ見られる）；外見，様子（他

に kye）．

どのような植物か不明。
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Gyebyenkye. Mos. 流れ出る（泉について），源を発する．

Gyebyenu. (動）同意のしるしに頷く．

Gyebyeu. Mos. 大きなカレイ目の魚（魚）

Gyeboko. Mos. 嫌う，憎む．

Gyegyeru. Mos. 甲羅のような皮膚をもつ動物． の名．

Gyejkuso trajye. (動）脇へ押しやる．

Gyeinye. Mos. 柔らかい，手ざわりのよい．

Gyejninyepkor (haininepkor). Kl.Kam. 貧しい．

Gyekaj, ⇨ khyekaj. Mos. 老いた，高齢の；老いている（gyegajとも言う）．

― gokus’te, 老齢で死ぬ（あるいは，年老いて死ぬ）．

― uru. Mos. 老人．

Gyekatsi-tsiri. Mos. 生まれたての鳥（若鳥）．

Gyekats Mos. 若い，年端もいかない（gyekatsiとも言う）．若者．

Gyekachichir. Kr. 老人たち（鳥たち）．

Gyekyem (khyekyem). (動）引っ張る（縄を），ぴんと張る（弓：ku―）．

― ani mujye, 強く張って（二つに）切る．

Gyekımo, 森へ． ―makan, 森へ行く．（同）guvkara makan,kanta makan,nitunta makan.

Gyekıru. (動）向ける（顔を），振り向く， kochyekiru. とも言う

Gyekokaris’. (名）アイヌのターバン． （同）syen’kaki.

Gyekukutu. Mos. (ヘククツ），植物の名．

Gyemako, あるいは khyemako. (動）額から垂れた髪を脇によせて整える． ⇨ gyerupokhte-

maiminye
 

Gyemataou. Kl.Kam. どうしても～ない，けっして～ない．

Gyemyesiu. Mos. (ヘメシウ），山の斜面，山の階段（Bergtreppe）．

Gyemyesu. Mos. 上がる，浮かび上がる（魚について）．

Gyemyekhchaku. (名）男性の名．

Gyeminye (hemineh). Kl.Kam. 誰も（～ない）．

Gyemoj. (名）カラフトマス（魚），こぶのあるサーモン． Mos. サケ・マス，サーモン．

Gyemoj kaya. (名）カラフトマスの皮で作った女性の上着．

― kye, カラフトマスの脂．

― uf, カラフトマスの白子．

Gyempaki (hempaky). Kl.Kam. いつ．

どのような動物かは不明。
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